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S p e c i a l  f e a t u r e  a r t i c l e

が　ん 心疾患 肺　炎 脳血管疾患

越　前　町 336.0 198.4 123.5 111.1

福　井　県 297.9 180.8 124.3 106.0

全　　　国 282.6 152.5 95.6 96.8

メタボ該当者 メタボ予備群

越　前　町 17.7％ 12.1％

福　井　県 16.9％ 10.7％

全国（H24年度） 10.8％ 16.2％

特  集

健
診
を
受
け
よ
う

　｢いつまでも健康でいたい｣。これは誰もが願うことです。健康で長生きするためには、願う
だけでなく健全な生活への実践が大切になります。
　病気の成り立ちが解明されてきたことから、今や病気は予防できる時代になりました。健康
診査を受けて、いかに早く体の異変に気づくかが重要です。未来の自分や家族のため、自分の
健康への意識を高めましょう。
　町では、町民の健康づくりの支援について ｢越前町健康増進計画（第二次）｣（平成27年度～
平成34年度）を策定しました。町の健康の実態の特徴についてご紹介します。

　

越
前
町
の
死
亡
原
因
の
第
1
位
は｢

が
ん｣

、
第

2
位
は｢

心
疾
患｣

、
第
3
位
は｢

肺
炎｣

で
す
。

特
に
が
ん
の
死
亡
率
は
福
井
県
、
全
国
平
均
よ
り

高
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。（
表
1
）

　

が
ん
に
よ
る
死
亡
を
防
ぐ
た
め
に
最
も
重
要
な
こ

と
は
、
が
ん
の
早
期
発
見
で
す
。
健
康
増
進
計
画
で

は
、
平
成
34
年
度
時
点
で
の
が
ん
検
診
の
受
診
率
の

目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。（
図
1
）

　

町
で
は
が
ん
検
診
を
受
け
る
一
定
年
齢
の
人
に

費
用
の
助
成
を
行
い
、
ま
た
、
が
ん
の
リ
ス
ク
を

高
め
る
生
活
習
慣
の
保
健
指
導
に
取
り
組
み
、
が

ん
罹
患
率
・
死
亡
者
数
の
減
少
に
努
め
ま
す
。

　

自
覚
症
状
が
な
く
て
も
、
定
期
的
に
検
診
を
受

け
る
こ
と
が
早
期
発
見
の
第
1
歩
で
す
。

　

メ
タ
ボ
は｢

肥
満｣

や｢

ぽ
っ
こ
り
お
腹｣

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
メ

タ
ボ
は
生
活
習
慣
病
の
予
備
群
で
、
特
に
心
筋

梗
塞
や
脳
梗
塞
な
ど
の
血
管
の
病
気
を
引
き
起

こ
す
大
き
な
要
因
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

越
前
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40

歳
か
ら
74
歳
が
受
診
し
て
い
る
特
定
健
診
の
結

果
か
ら
、
メ
タ
ボ
の
人
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。（
表
2
）

　

メ
タ
ボ
の
人
の
内
臓
脂
肪
か
ら
出
る
物
質

は
、
血
圧
を
上
げ
や
す
く
し
（
高
血
圧
）、
イ

ン
ス
リ
ン
の
働
き
を
邪
魔
し
て
（
高
血
糖
）、

中
性
脂
肪
を
た
く
さ
ん
作
る
た
め
（
高
中
性
脂

肪
）、
長
い
年
月
を
か
け
て
、
血
管
が
狭
く
な
っ

て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、
血
管
は
痛
み
を
感
じ

な
い
た
め
、
自
分
で
は
な
か
な
か
異
常
に
気
づ

か
ず
、「
自
分
は
大
丈
夫
」
と
思
い
、
放
っ
て
お

く
と
突
然
、
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
な
ど
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。（
左
図
）

　

血
管
の
健
全
さ
は
、
血
液
の
状
態
と
血
圧
が

関
係
し
て
い
ま
す
。
血
液
は
毎
日
の
食
生
活
や

運
動
、
休
養
な
ど
の
生
活
習
慣
に
大
き
く
関
わ

り
ま
す
。

　

自
分
の
血
管
の
状
態
を
知
り
、
日
頃
の
生
活

習
慣
を
振
り
返
る
た
め
に
、
1
年
に
1
度
は
特

定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

越
前
町
の
健
康
の
実
態
1　

が
ん
の
死
亡
率
が
高
い

越
前
町
の
健
康
の
実
態
2　

メ
タ
ボ
の
人
が
多
い

表1　主要死因の死亡率（人口10万対）　平成21年～ 25年の平均

表2　メタボ該当者・予備群の割合
　　  （平成25年度　市町村国民健康保険特定健診結果）

図1　越前町のがん検診受診率（平成25年度）
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町の目標（肺・大腸・子宮頸・乳）

胃がん 肺がん 大腸がん 子宮頸がん 乳がん

24.9 24.0

28.8

25.1

腹　囲　男性85cm以上
　　　　女性90cm以上

1. 脂質異常 ①中性脂肪150mg/dl 以上
 ②低HDLコレステロール40mg/dl 未満
 ①②いずれか又は両方

2. 血　　圧 ①収縮期（最高）130mmHg以上
 ②拡張期（最低）85mmHg以上
 ①②いずれか又は両方

3. 血　　糖 ①空腹時血糖110mg/dl 以上
※3項目中2項目該当がメタボ該当者、
1項目該当者がメタボ予備群

メタボリックシンドローム
診断基準

が　ん

336.0

17.7％ 12.1％

30
年

5
年

血管の断面図

おなか側 おなか側

背中側

皮下脂肪
お尻や太ももなど
肝臓から遠く離れ
ているところにつ
く。女性に多い。

脂肪の貯蔵・運搬をつ
かさどる肝臓のそば
につく。男性に多い。

内臓脂肪

背中側

つまった血管

健康な血管

脂肪細胞から出る物質

自覚症状はありません

自覚症状が出てくる

糖尿病 高血圧症 脂質異常症

インスリンの働きを
邪魔する

中性脂肪の合成を活発にする
HDL合成が低下する

血圧を上げやすくする 血栓を作りやすくする
血管の修復を妨げる

心筋梗塞・狭心症
脳梗塞

肝臓

消化管

内臓脂肪内臓脂肪

門脈

腹壁

腸管

内臓脂肪

血管がつまっていく状態

喫　煙飲　酒食習慣生活リズム仕事・運動

　がん検診、特定健診は予約受付をしています。今年度、まだ受診されていない人はぜひお申込みください。
　越前町健康増進計画については、町のホームページをご覧ください。

生
活
習
慣



　7月28日から平成27年度全国高等学校総合体育大会が開かれています。この大会に、福井県代表として丹生高校
から男女ホッケー部、剣道競技に敦賀高校から小荒浩夢さん（米ノ）、北陸高校から菅原初音さん（厨）が出場します。
　また、8月1日から徳島県で開かれる、第37回全国スポーツ少年団軟式野球交流大会に、福井県代表として宮崎ファ
イヤーズスポーツ少年団が出場します。
　今回、全国大会に出場するみなさんに大会への意気込みをインタビューしました。

　「努力は嘘をつかない」という言葉を信
じて、たくさんの汗と涙を流してきました。
仲間と掴んだインターハイの夢舞台で全力
で戦います。先生方をはじめ、支えていた
だいた方々への感謝の気持ちを竹刀に込め
て、攻めの剣道でベストを尽くします。

　インターハイの舞台で、福
井県代表としての自覚と誇り
を持ち、精一杯戦ってきます。
お世話になっている方々に良
い報告ができるよう、悔いの
ない試合を展開します。

全国大会出場おめでとう

　ホッケー

　剣　道

　少年野球

丹生高校男子ホッケー部

　今大会も自分たちの力を最大限に発揮して試合
に臨みます。毎日の練習で意識してきた数的有
利な状況を作り出し、試合を優位に進めたいです。
そして、「負けないホッケー」を信条に大会3連覇
を目指します。

主将 島 田  麗
れ

 央
お

さん

宮崎ファイヤーズスポーツ少年団

　春の越前町長杯で悔しい負け方をしてから、僕達は更
に努力をしました。その結果、丹生郡予選から県大会、
北信越大会と成果を出すことができたので、この勢いで
全国大会でも良い成績を残したいです。

主将 竹 内  大
ひ ろ

 貴
た か

さん

丹生高校女子ホッケー部

　丹生高校女子ホッケー部のチームスタイルは、
「明るく・元気に・笑顔で粘り強く」プレーするこ
とです。その姿をインターハイでも見せたいです。
そして、悲願の日本一を目指します。

主将 佐々木  晴
は る

奈
な

さん

菅 原  初
は つ

 音
ね

さん　（厨：北陸高校剣道部） 小 荒  浩
ひ ろ

 夢
む

さん　（米ノ：敦賀高校剣道部）

期  日　7月31日㈮～ 8月5日㈬　　　会  場　京都府船井郡京丹波町　グリーンランドみずほホッケー場　他2会場

期  日　8月3日㈪～６日㈭　　　会  場　和歌山県和歌山市　和歌山ビッグホエール

期  日　8月1日㈯～ 4日㈫　　　会  場　徳島県鳴門市　鳴門・大塚スポーツパーク野球場（オロナミンC球場）

　
「
越
前
が
に
」・「
越
前
水
仙
」
を
題
材
に
し
、

「
か
お
り
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
詩
・
俳
句
を
募

集
し
ま
す
。

応
募
資
格

　

小
学
生
以
上
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
応
募

で
き
ま
す
。

応
募
方
法

　

詩
部
門

　

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
（
Ａ
4
判
）

3
枚
以
内
（
ワ
ー
プ
ロ
・
パ
ソ
コ
ン
、
メ
ー

ル
で
の
添
付
フ
ァ
イ
ル
は
可
。
メ
ー
ル
本
文

へ
の
打
込
み
デ
ー
タ
は
不
可
と
し
ま
す
）
応

募
は
1
人
1
編
と
し
ま
す
。
必
ず
原
稿
用
紙

に
名
前
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。
別
紙
に
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
（
学
校
名
・
学
年
）・

電
話
番
号
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

※
小
中
学
生
は
必
ず
原
稿
用
紙
に
手
書
き

で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

「
越
前　

蟹
と
水
仙
の
文
学
コ
ン
ク
ー
ル
」
作
品
募
集

　

俳
句
部
門

　

 

専
用
は
が
き
・
官
製
は
が
き
、
ま
た
は

メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

作
品
は
1
人
2
句
ま
で
と
し
ま
す
。

応
募
期
間　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

9
月
30
日
㈬
ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

※
応
募
作
品
は
自
作
・
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。

※
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

※
応
募
作
品
の
諸
権
利
は
主
催
者
に
帰
属
し

ま
す
。

提
出
先

　

越
前
町
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課

　

〒
９
１
６‒

０
１
３
４

　

丹
生
郡
越
前
町
内
郡
１
３‒

１
９‒

３

　

☎
３
４‒

２
０
０
0

　

Ｆ
Ａ
Ｘ  

３
４‒

２
７
２
０

　

メ
ー
ル　

gakusyu@
tow
n.echizen.lg.jp

　

7
月
18
日
、
朝
日
体
育
館
・
陽
光
館
で
越
前

町
文
化
協
議
会
に
よ
る
越
前
町
小
中
学
生
競

書
大
会
席
上
揮
ご
う
会
が
開
か
れ
、
町
内
の
児

童
・
生
徒
２
９
６
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
緊
張

し
た
空
気
に
包
ま
れ
る
中
、
夏
の
暑
さ
に
も
負

け
ず
、
参
加
者
た
ち
は
額
に
汗
を
に
じ
ま
せ

て
、
席
上
揮
ご
う
に
挑
み
ま
し
た
。

　

審
査
で
は
特
別
賞
33
点
、
特
選
１
３
２
点
、

準
特
選
79
点
、
努
力
賞
52
点
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
表
彰
式
は
、
8
月
22
日
㈯
に
越
前
町
朝
日

多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

特
別
賞
に
選
ば
れ
た
の
は
、
次
の
み
な
さ
ん

で
す
。（
敬
称
略
）

町
長
賞
（
5
人
）

　

佐
々
木
大
悟
（
萩
野
小
2
年
）

　

髙
木　

崚
央
（
朝
日
小
4
年
）

　

髙
木　

結
月
（
朝
日
小
6
年
）

　

佐
々
木
香
淳
（
織
田
中
2
年
）

　

木
原　

夏
紀
（
宮
崎
中
3
年
）

議
会
議
長
賞
（
5
人
）

　

森
谷　

琉
衣
（
朝
日
小
1
年
）

　

南
部　

有
咲
（
常
磐
小
3
年
）

　

水
島　

大
輝
（
織
田
小
5
年
）

　

島
田　

侑
季
（
越
前
中
1
年
）

　

伊
部　

未
唯
（
織
田
中
3
年
）

教
育
長
賞
（
5
人
）

　

谷
口
は
る
き
（
織
田
小
2
年
）

　

北
島　

美
羽
（
萩
野
小
4
年
）

　

南　
　

羅
夢
（
萩
野
小
6
年
）

　

竹
内　

友
花
（
越
前
中
1
年
）

　

山
田
菜
津
子
（
宮
崎
中
2
年
）

文
協
会
長
賞
（
5
人
）

　

松
村　

麻
稟
（
朝
日
小
1
年
）

　

河
合　

真
唯
（
朝
日
小
3
年
）

　

竹
内　

瑠
那
（
城
崎
小
5
年
）

　

青
山　

夏
花
（
朝
日
中
1
年
）

　

桜
田　

奈
摘
（
越
前
中
3
年
）

第
10
回
越
前
町
小
中
学
生
競
書
大
会
「
席
上
揮
ご
う
会
」

文
協
10
周
年
記
念
賞
（
5
人
）

　

米
田
凛
々
花
（
織
田
小
4
年
）

　

芝　

芽
衣
子
（
萩
野
小
6
年
）

　

橋
谷　

夏
美
（
朝
日
中
1
年
）

　

佐
々
木
湧
仁
（
織
田
中
2
年
）

　

塙　

健
史
郎
（
越
前
中
3
年
）

福
井
新
聞
社
賞
（
5
人
）

　

山
下　

鷺
最
（
四
ヶ
浦
小
1
年
）

　

青
木　
　

愛
（
城
崎
小
3
年
）

　

内
山　

桜
伽
（
朝
日
小
5
年
）

　

壁
下
瑠
巳
菜
（
越
前
中
1
年
）

　

佐
々
木
逸
実
（
織
田
中
2
年
）

丹
南
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
賞
（
3
人
）

　

吉
崎　
　

桜
（
朝
日
小
2
年
）

　

川
岸　

康
平
（
宮
崎
中
1
年
）

　

菅
原　

未
有
（
越
前
中
2
年
）

役
場
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
窓
口
に
チ
ラ
シ
が
置
い
て
あ
り
ま
す
。

　

最
近
、
町
内
で
ク
マ
の
目
撃
情
報
が
相
次
い

で
い
ま
す
。

　

越
前
町
は
丹
生
山
地
を
中
心
と
し
た
中
山

間
地
に
位
置
し
て
お
り
、
ク
マ
の
生
息
地
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
集
落
付
近
や
道

路
な
ど
に
ク
マ
が
出
没
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
ク
マ
か
ら
身

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ク
マ
を
目
撃
し
た
ら
、
農
林
水
産
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ク
マ
出
没
注
意
！

・
行
き
慣
れ
た
近
く
の
山
で
も
注
意
す
る

・
早
朝
や
夕
方
の
山
際
へ
の
散
歩
な
ど
を
控
え
る

・
農
作
業
時
や
山
へ
入
る
と
き
に
は
ラ
ジ
オ
や

鈴
な
ど
音
の
出
る
も
の
を
携
帯
す
る

・
子
グ
マ
が
い
た
ら
母
グ
マ
も
近
く
に
い
る
の

で
引
き
返
す

・
爪
痕
や
糞
な
ど
を
見
た
ら
引
き
返
す

・
も
し
ク
マ
に
遭
っ
た
場
合
は
、
騒
が
ず
、
走

ら
ず
、
ゆ
っ
く
り
後
退
す
る

問
合
せ
先　

農
林
水
産
課　

☎
３
４‒

８
７
０
４

▲髙木結月さんの作品

▲髙木崚央さんの作品

▲木原夏紀さんの作品

▲佐々木大悟さんの作品

▲佐々木香淳さんの作品

町  長  賞
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受給者のみなさんは現況届や所得状況届などをお忘れなく！！
　次に該当する人（またはその保護者など）には手当が支給されます。
　ただし、前年の所得が基準額を超える人や、公的年金受給者、施設入所者、長期にわたって入院されている場合
は支給されないものもあります。
　支給の要件など詳しくは福祉課までお問い合わせください。

対　　　　　象　　　　　者 支給月額

児　　童

扶養手当

●ひとり親家庭などの生活安定と自立促進のために18歳に達し
た年度末（3月31日）までの児童（20歳未満で心身に中度以
上の障がいがある児童を含む）を養育している父または母や、
父母に代わってその児童を養育している人に支給されます。

（1人目）
所得に応じて

42,000 ～ 9,910円

（2人目）
5,000円加算

（3人目以降1人につき）
3,000円加算

【現況届】
受付期間： 8月3日（月）～ 8月31日（月）
 8：30 ～ 17：15
 ※土・日を除きます。
提 出 先： 福祉課または各住民サービス室

特別児童

扶養手当

●身体または精神に中度以上の障がいがある在宅の20歳未満の
児童を養育している人に支給されます。

（1級）
51,100円

（2級）
34,030円

【所得状況届】
受付期間： 8月11日（火）～ 9月10日（木）
 8：30 ～ 17：15
 ※土・日を除きます。
提 出 先： 福祉課または各住民サービス室

障 害 児
福祉手当

●20歳未満で、身体または精神に重度の障がいがあるため、在
宅での日常生活において常時特別の介護を必要とする人に支
給されます。

14,480円

特　　　別

障害者手当

●20歳以上で、身体または精神に重度の障がいがあるため、在
宅での日常生活において常時特別の介護を必要とする人に支
給されます。

26,620円【公的年金等受給状況届】
受付期間： 8月11日（火）～ 9月10日（木）
 8：30 ～ 17：15
 ※土・日を除きます
提 出 先： 福祉課または各住民サービス室

重 症 心 身
障害児（者）等
福 祉 手 当

●各種手当、年金が支給されない、在宅で介護を必要とする
　心身に重度の障がいがある人に支給されます。

3,000円

各種手当をご存知ですか？

問合せ先　福祉課　 ☎34‒8725

　

町
で
は
、
平
成
28
年
4
月
1
日
開
所
予
定
の

朝
日
地
区
統
合
保
育
所
（
仮
称
）
と
朝
日
児
童

セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
に
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
し
ま
す
。
今
回
の
指
定
管
理
者
に
指
定

さ
れ
た
社
会
福
祉
法
人
は
、
民
間
事
業
者
の
能

力
を
活
用
し
つ
つ
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や

地
域
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

朝
日
地
区
統
合
保
育
所
（
仮
称
）
お
よ
び
朝
日
児
童
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
者
決
定
の
お
知
ら
せ

指
定
管
理
者
の
名
称

　

社
会
福
祉
法
人
ど
ろ
っ
ぷ
す

指
定
の
期
間

　

平
成
28
年
4
月
1
日
か
ら

　

平
成
33
年
3
月
31
日
ま
で
（
5
年
間
）

問
合
せ
先　

福
祉
課　

☎
３
４‒

８
７
２
５

　

国
民
年
金
は
、
老
後
や
も
し
も
の
時
に
あ
な

た
の
大
き
な
支
え
と
な
り
ま
す
。
保
険
料
の
納

め
忘
れ
が
続
く
と
、
老
後
に
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
ば
か
り
か
、
納
付
が
遅

れ
る
こ
と
で
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
を
受
け

取
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
も
し
も
の
時
に

後
悔
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
保
険
料
は
き
ち

ん
と
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

納
付
が
困
難
な
と
き
は

【
保
険
料
免
除
制
度
】

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
、
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
時
に
利
用
で
き
る
制
度
で
、
申

請
が
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
納
付
の
全
額
又

は
一
部
（
4
分
の
3
、
2
分
の
1
、
4
分
の

1
）
が
免
除
さ
れ
ま
す
。　
　

　

保
険
料
免
除
は
、
本
人
と
配
偶
者
、
世
帯
主

の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
で
あ
れ
ば
承
認

さ
れ
ま
す
。

　

70
歳
未
満
の
人
お
よ
び
70
歳
以
上
75
歳
未

満
で
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
が
外
来
や
入

院
で
高
額
な
診
療
を
受
け
る
場
合
に
、
医
療
機

関
に
「
認
定
証
」
を
提
示
す
る
こ
と
で
窓
口
で

の
支
払
い
が
一
定
の
金
額
（
自
己
負
担
限
度

額
）
に
と
ど
め
ら
れ
ま
す
。

※
70
歳
以
上
75
歳
未
満
で
住
民
税
非
課
税
世

帯
以
外
の
人
は
、
高
齢
受
給
者
証
が
認
定
証

の
代
わ
り
と
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
遅
れ
ず
に
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う

「
限
度
額
認
定
証
」「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の
申
請
に
つ
い
て

30
歳
未
満
の
人
は

【
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
】

　

本
人
が
30
歳
未
満
で
あ
る
と
き
に
限
っ
て
利

用
で
き
る
制
度
で
、
申
請
が
承
認
さ
れ
る
と
保

険
料
の
全
額
に
つ
い
て
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

納
付
猶
予
は
、
本
人
と
配
偶
者
の
前
年
所
得
が

一
定
額
以
下
で
あ
れ
ば
、
世
帯
主
の
前
年
所
得

に
か
か
わ
ら
ず
承
認
さ
れ
ま
す
。

学
生
は

【
学
生
納
付
特
例
制
度
】

　

本
人
が
学
生
で
あ
る
と
き
に
限
っ
て
利
用
で

き
る
制
度
で
、
申
請
が
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料

の
全
額
に
つ
い
て
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
学

生
納
付
特
例
は
、
本
人
の
前
年
の
所
得
が
一
定

額
以
下
で
あ
れ
ば
、
配
偶
者
や
世
帯
主
の
前
年

の
所
得
に
か
か
わ
ら
ず
承
認
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
先

　

健
康
保
険
課　

☎
３
４‒

８
７
１
０

　

武
生
年
金
事
務
所　

☎
２
３‒

１
１
２
６

　

現
在
認
定
証
を
お
持
ち
の
人
で
、
8
月
以
降

も
引
き
続
き
高
額
な
診
療
を
受
け
る
場
合
は
、

改
め
て
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

　

国
民
健
康
保
険
証
、
印
鑑

申
請
場
所

　

健
康
保
険
課
・
各
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

問
合
せ
先

　

健
康
保
険
課　

☎
３
４‒

８
７
１
０

臨
時
福
祉
給
付
金
と
は
？

　

平
成
26
年
4
月
の
消
費
税
率
引
上
げ
に
よ

る
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
所
得
の
低
い
人
に

対
し
て
、
制
度
的
な
対
応
を
行
う
ま
で
の
間

の
、
暫
定
的
・
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
支
給
さ

れ
る
も
の
で
す
。

●

支
給
対
象
者

　

平
成
27
年
度
の
市
町
村
民
税
（
均
等
割
）
が

課
税
さ
れ
て
い
な
い
人

※
た
だ
し
、
以
下
の
場
合
な
ど
は
対
象
外
と
な

り
ま
す
。

・
平
成
27
年
度
の
市
町
村
民
税
が
課
税
さ
れ

て
い
る
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
場
合

・
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
場
合

●

支
給
額

　

対
象
者
１
人
に
つ
き　

６
，０
０
０
円

●

申
請
方
法

　

申
請
先
は
、
平
成
27
年
１
月
１
日
時
点
に

お
い
て
住
民
登
録
が
さ
れ
て
い
る
市
町
と
な

り
ま
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金
の
ご
案
内

　

支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
人
に
は
、

8
月
下
旬
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
福

祉
課
に
提
出
ま
た
は
同
封
の
封
筒
に
て
返
送
し

て
く
だ
さ
い
。

●

申
請
期
間

　

9
月
1
日
㈫
〜
11
月
30
日
㈪

●

支
給
方
法

　

申
請
内
容
を
審
査
の

上
、
支
給
決
定
と
な
っ

た
場
合
は
ご
指
定
の
口

座
に
振
込
み
ま
す
。

※
振
込
後
に
支
給
要
件

に
該
当
し
な
い
こ
と

が
判
明
し
た
場
合
は
、

給
付
金
の
返
還
が
生

じ
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
福
祉
課

　

☎
３
４‒

８
７
２
５
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働
く
こ
と
に
悩
み
を
抱
え
て
い
る
若
者
の

た
め
の
出
張
相
談
会
が
、
県
内
各
市
町
で
開
か

れ
ま
す
。

　

仕
事
に
つ
い
て
、
一
人
で
悩
ん
で
い
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

悩
み
を
抱
え
て
い
る
ご
本
人
や
ご
家
族
か

ら
の
相
談
に
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
応
じ

ま
す
。

　

事
前
に
ご
予
約
さ
れ
ま
す
と
ス
ム
ー
ズ
に

相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

日
時
・
会
場
（
丹
南
地
区
）

南
条
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

8
月
26
日
㈬　

午
後
1
時
〜
午
後
5
時

越
前
町
役
場　

別
館

　

9
月
2
日
㈬　

午
後
1
時
〜
午
後
5
時

ア
イ
ア
イ
鯖
江
・
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

9
月
9
日
㈬　

午
後
1
時
〜
午
後
5
時

武
生
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　

10
月
30
日
㈮　

午
後
1
時
〜
午
後
5
時

　

11
月
13
日
㈮　

午
後
1
時
〜
午
後
5
時

働
く
こ
と
に
悩
み
を
抱
え
て
い
る
若
者
の
た
め
の
「
出
張
相
談
会
」

対
象
者

15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
就
職
を
希
望
す
る
無

職
の
若
者
お
よ
び
ご
家
族

「
サ
ポ
ス
テ
ふ
く
い
」
の
支
援
を
受
け
て
就

職
し
た
人

相
談
員　

専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
他

費　

用　

無
料

※
お
住
ま
い
の
市
町
に
か
か
わ
ら
ず
、
ど
の
相

談
会
に
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

予
約
・
問
合
せ
先

　

ふ
く
い
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
（
サ
ポ
ス
テ
ふ
く
い
）

　

福
井
市
光
陽
2
丁
目
３‒

２
２

　

☎
０
７
７
６‒

２
１‒

０
３
１
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
７
７
６‒

２
１‒

０
３
１
３

　

E-m
ail

：info@
fukui-yss.com

　

事
前
予
約
：
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

県
産
材
を
使
用
し
て
住
宅
を
新
築
・
リ
フ
ォ
ー

ム
さ
れ
る
人
を
支
援
し
ま
す
。

補
助
金
額

　

住
宅
の
新
築 
最
大
40
万
円

　

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム 
最
大
15
万
円

※
越
前
瓦
を
使
用
す
る
場
合
は
、
右
記
の

金
額
に
最
大
10
万
円
を
上
乗
せ

申
込
先
・
問
合
せ
先

　

新
築

　
　

福
井
県
木
材
組
合
連
合
会

　
　

☎
０
７
７
６‒

３
５‒

５
６
６
３

Ｈ
Ｐ
：http://w

w
w
.pref.fukui.lg.jp/

doc/kensanzai/shintiku.htm
l

　

リ
フ
ォ
ー
ム

　
　
（
一
社
）
福
井
県
建
築
組
合
連
合
会

　
　

☎
０
７
７
６‒

５
４‒

２
７
５
７

Ｈ
Ｐ
：http://w

w
w
.pref.fukui.lg.jp/

doc/kensanzai/reform
.htm

l

県
産
材
を
使
用
し
て
店
舗
を
リ
フ
ォ
ー
ム
さ
れ
る
人
を
支
援
し
ま
す
。

補
助
金
額

　

店
舗
な
ど
の
リ
フ
ォ
ー
ム 

最
大
30
万
円

申
込
先

　
（
一
社
）
福
井
県
建
築
士
事
務
所
協
会

　

☎
０
７
７
６‒

５
４‒

１
５
５
２

Ｈ
Ｐ
：http://w

w
w
.pref.fukui.lg.jp/doc/kensanzai/

tenpo.htm
l

問
合
せ
先

　

福
井
県
庁
県
産
材
活
用
課
ま
た
は
申
込
先
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　
県
産
材
活
用
課　

☎
０
７
７
６‒

２
０‒

０
４
４
９

県
産
材
・
越
前
瓦
を
使
用
し
た
住
宅
（
新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
）
を
支
援
し
ま
す
！

県
産
材
を
使
用
し
た
店
舗
（
リ
フ
ォ
ー
ム
）
を
支
援
し
ま
す
！

問
合
せ
先

　

福
井
県
庁
県
産
材
活
用
課
ま
た
は
各
申
込
先

へ
お
願
い
し
ま
す
。

　
県
産
材
活
用
課　

☎
０
７
７
６‒

２
０‒

０
４
４
９

　

平
成
27
年
8
月
か
ら
平
成
28
年
12
月
ま
で

の
間
、
庁
舎
の
耐
震
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

お
車
で
お
越
し
の
人
は
臨
時
駐
車
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
駐
車
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。 武

生
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

北
陸
電
力
●

福
井
銀
行
●

●
武
生
郵
便
局

●
GS

武生労働基準
監督署●

武生労働基準
監督署●

裁判所●

●
武生中央公園
体育館

武生中央公園

越
前
市　
　
　

●

労
働
福
祉
会
館

福
鉄
バ
ス「
菊
人
形
前
」

越
前
市
民
バ
ス（
の
ろ
っ
さ
）

「
菊
人
形
前
」

武生税務署

臨時駐車場

Ｐ

大虫口大虫口

裁判所裁判所

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
な
ど
の
自
立
促
進
を

目
的
と
し
た
、
就
業
支
援
（
就
業
相
談
、
求
人

情
報
の
提
供
、
技
能
訓
練
講
座
な
ど
）
を
行
い

ま
す
。

日　

時　

8
月
7
日
㈮

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午
ま
で

場　

所　

越
前
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
西
田
中
）

ひ
と
り
親
家
庭
の
就
業
巡
回
相
談

※
相
談
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
丹
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
母

子
・
父
子
自
立
支
援
員
が
随
時
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

問
合
せ
先

　

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
７
７
６‒

２
１‒

０
７
３
３

　

丹
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
５
１‒

０
０
３
４

　

平
成
27
年
6
月
30
日
付
け
で
上
川
去
の
月

田
信
夫
氏
（
在
任
6
年
3
月
）
と
宝
泉
寺
の
森

下
隆
子
氏
（
在
任
6
年
）
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

お
2
人
に
は
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
地
域
に

貢
献
さ
れ
た
功
績
に
対
し
て
法
務
大
臣
か
ら

の
感
謝
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
後
任
と
し
て
2
人
の
人
権
擁
護
委
員

が
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

　

お
2
人
の
任
期
は
平
成
27
年
7
月
1
日
か
ら

平
成
30
年
6
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

気
比
庄

堀
井　

宗
一 

氏

天　

王

山
田　

保
子 

氏

人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま
す

問
合
せ
先

　

福
井
地
方
法
務
局
武
生
支
局

　

☎
２
２‒

０
１
９
４

　

男
女
共
同
参
画
・
人
権
室

　

☎
３
４‒

８
７
１
５

新たに委員になられた山田さん（左端）、堀井さん（左か
ら2番目）と退任された森下さん（左から3番目）、月田
さん（右から2番目）

※
人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
侵
害
や
差
別

問
題
な
ど
人
権
に
関
す
る
悩
み
事
の
相
談

を
受
け
問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
た
り
、

地
域
の
み
な
さ
ん
に
人
権
に
つ
い
て
感
心

を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　お持ちの中古住宅（空き家）の住宅診断を実施し、
空き家を利活用しましょう。

１. 住宅診断の目的　～なぜ住宅診断が必要なの？～
　第三者（住宅診断士）による中古住宅の住宅診断
を実施し、品質や性能を明らかにすることにより、
中古住宅の持つ品質や性能に対する不安を解消し、
良好な中古住宅の住宅市場への流通促進を図ること
を目的としています。

２. 住宅診断の対象　～どんな住宅が診断の対象に？～
●対象となる中古住宅（空き家）
　『竣工日から2年を経過している』 または 『既に
人が住んだことがある』 一戸建て住宅（構造は問
いません）で、現在居住していないものです。

●診断を申し込むことができる人
　上記対象の中古住宅（空き家）の所有者

３. 住宅診断の内容
　　～住宅のどういったことを診断するの？～
　以下の確認部位において、建物の仕上げ材や部材
および各種設備の劣化などについて、原則目視によ
り確認します。

確　

認　

部　

位

⑴ 屋外の状態
1. 基礎 4. 軒裏
2. 外装仕上げなど 5. バルコニー
3. 屋根 6. 雨樋

⑵ 床下の状態 1. 土台・床組み 2. 基礎・床下面

⑶ 小屋組の状態 1. 小屋組・野地板 2.小屋組（下屋）

⑷ 屋内の状態 1. 壁・柱・梁など 3. 天井
2. 床 4. 階段　

⑸ 設備の状態 1. 給水設備 3. 排水設備
2. 給湯設備 4. 換気設備

４. 住宅診断費用
　住宅診断の費用（（診断料）） は、対象住宅の 延床
面積 および 設計図書（※）の有無 に応じて、以下
のとおりとなります。（（一社）福井県建築士事務所
協会の指定する「時期」「方法」などに基づく支払い）

延床面積 設計図書有 設計図書無

175㎡未満 54,000円 64,800円

175㎡以上 64,800円 75,600円
※住宅診断を実施し、「越前町空き家情報バンク」への登録する場
合は、診断料が補助されます。（補助限度額35,000円）

問合せ先　福井県建築住宅課　☎0776‒20‒0506

住宅診断制度をご利用ください
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防災行政無線テレフォンサービス（直近に放送した内容が確認できます）
☎34 ｰ 1444　☎34 ｰ 1445　☎34 ｰ 0866

●

航
空
学
生
（
男
・
女
）

　

受
験
資
格

　
　

高
卒（
見
込
含
む
。）〜
21
歳
未
満
の
者

●
一
般
曹
候
補
生
（
男
・
女
）

　

受
験
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

●

自
衛
官
候
補
生
（
男
・
女
）

　

受
験
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

こ
こ
で
し
か
で
き
な
い
仕
事
が
あ
る　

自
衛
官
募
集

受
付
期
間　

8
月
1
日
㈯
〜
9
月
8
日
㈫

自
衛
官
候
補
生（
男
）
の
受
付
は
、
年
間
を

通
じ
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

※
防
衛
大
学
校
学
生
・
防
衛
医
科
大
学
校
医
学

科
学
生
・
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生

も
募
集
中
で
す
。

問
合
せ
先　

自
衛
隊
福
井
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　
　

越
前
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　
☎
２
２‒

６
１
３
９

　7月5日、鯖江・丹生消防組合消防署丹生分署で越前消防団消防操法大会が開かれました。
　大会には各地区の消防団からポンプ車操法の部に9個分団、小型ポンプ操法の部に3個分団が出場し、勇ましく、
規律あふれる姿を披露し、日頃の訓練の成果を競い合いました。また大会終了後、7月25日に福井県消防学校で行
われた、福井県消防操法大会に出場した越前地区第4分団の操法が披露されました。

　8月になり、これからますます暑くなり夏本番を迎えます。海や川、プールといったレジャーを楽しむ季節の到来
と同時に、水に関する様々な事故が発生する時期でもあります。そこで、不測の事態に備え、覚えていてもらいた
い対処法についてご紹介します。

◀左の写真は〈浮いて待て〉
という対処法です。

 着衣の状態で溺れた場合に
水面に浮き、救助を待ちます。

（ポイント）
•手足を大の字に広げる。　•靴は脱がない。
•手は水面より下にする。
•大きく息を吸い、肺に空気をためる。
•あごを上げて上を見ると呼吸がしやすいです。

ルール・マナーを守り、楽しい夏を過ごしましょう！

◀ペットボトルなどの水に浮
くものがあれば、胸に抱え
ると浮力により楽に浮くこ
とが出来ます。

浮いて待て

★結果は次の通りです。

小型ポンプ操法の部
優勝　織田地区第5分団

ポンプ車操法の部
優勝　宮崎地区第1分団

次勝　朝日地区第5分団

 3 位　宮崎地区第5分団

消防署からのお知らせ

問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署 丹 生 分 署　☎36‒0119
 朝日分遣所　☎34‒0119
 越前分遣所　☎37‒0119
 http//www.fd-sabaenyu.jp/

越前消防団消防操法大会結果

水の事故に気を付けよう！

目　　的
　防災に関する実践的知識と技術を有し防災活動の指
導的役割を担う人材を養成し、自主防災組織の質的な
強化により、地域防災力の向上を図るため、地域の防
災リーダーや自主防災組織、自治会の構成員などを対
象とした防災士養成研修を実施します。

開催日時・場所
 【第 1回】 日時：11月21日㈯、22日㈰
  場所：サンドーム福井
  　　  管理会議棟小ホール
 　　　　　　　 （越前市瓜生町5‒1‒1）
  定員：150人
 【第 2回】 日時：12月12日㈯、13日㈰
  場所：プラザ萬象　小ホール
 　　　　　　　 （敦賀市東洋町1‒1）
  定員：100人
 【第 3回】 日時：12月19日㈯、20日㈰
  場所：福井県立大学 108大講義室
  　　  （永平寺町松岡兼定島4‒1‒1）
  定員：250人
 ○スケジュール

 

日　　程 時　　　間 内　　容
1 日 目 9：00 ～ 18：30 研　　修

2 日 目 9：00 ～ 16：40 研　　修
16：50 ～ 17：50 試　　験

研修内容
　防災士として必要な知識に関する「地域の自主防災
活動」などの12講目（計12時間）の研修、研修日ま
でに自宅で学習する事前レポート、および研修2日目
終了後に行う防災士資格試験

対 象 者
　防災士の資格取得および地域における防災活動に意
欲のある地域の防災リーダー、自主防災組織や自治会
の構成員、自治体の防災担当職員など

受講条件
 ⑴  研修当日までに県が事前に示した科目に関するレ

ポートを提出すること
  （研修日の受付時に提出）
 ⑵ 研修日の前後に各消防署が実施する「普通救命講

習」などを受講・修了すること（試験合格後の資
格証の申請時に修了証の写しを添付）

受 講 料 8,000円
   内訳：防災士資格試験受検料 3,000円
   　　 防災士資格認証登録料 5,000円

※受講料・テキスト代は無料（一人当たり
約5万円相当を県が負担）

※その他、会場までの交通費、昼食などの
飲食費は個人負担

問合せ先　防災安全課　☎34‒8721

平成27年度県地域防災リーダー養成事業（防災士養成研修）

　事故を発見した人は、すぐ
に119番通報をして、溺れて
いる人から目を離さないよう
にしてください！

▲ポンプ車操法 ▲小型ポンプ操法 ▲越前地区第4分団操法披露

　

梅
雨
期
・
台
風
期
に
は
、
例
年
、
局
地
的
大

雨
や
集
中
豪
雨
が
観
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
昨
年
の
嶺
南
地
域
で
の
豪
雨
災
害
の
際
も
、

県
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
駆

け
付
け
、
被
災
家
屋
の
清
掃
や
が
れ
き
の
撤
去

な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

県
で
は
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
を
平

時
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
す
る
際
に
、
い
ち
早
く
そ
の
情
報
を

メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
募
集
！

　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
登
録
は
「
社
会
貢

献
活
動
支
援
ネ
ッ
ト
」
か
ら
。
会
員
登
録
の
際

に
、
活
動
分
野
で
「
災
害
救
援
」
を
選
択
し
て

く
だ
さ
い
。

「
支
援
ネ
ッ
ト
Ｈ
Ｐ
」

https://w
w

w
.navi-fukui.jp/

問
合
せ
先

　
福
井
市
手
寄
１
丁
目
４‒

１　

Ａ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ａ
7
階

　

ふ
く
い
県
民
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
７
６‒

２
９‒

２
５
２
２　

　

恐
竜
化
石
が
発
見
さ
れ
た
地
層
や
恐
竜
の

足
跡
の
化
石
を
間
近
で
見
て
、
発
掘
体
験
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

日　
　

時　

８
月
30
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
７
時
30
分
〜
午
後
6
時
30
分

　
　
　
　
　
（
雨
天
決
行
）

行　
　

先　

ゆ
め
お
ー
れ
勝
山（
手
織
り
体
験
）

福
井
県
立
恐
竜
博
物
館
（
館
内
見

学
、
化
石
発
掘
体
験
）

子
ど
も
と
町
長
の
つ
ど
い
参
加
者
募
集　

―
い
こ
う
よ
！
恐
竜
博
物
館
―

対
象
者　

町
内
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子

参
加
費　

大
人
１
，０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
18
歳
未
満
の
子
ど
も
は
無
料
）

申
込
期
限　

８
月
20
日
㈭

申
込
・
問
合
せ
先

　

越
前
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
３
４‒

２
３
８
８

広報 えちぜん 10平成27年８月号

I n f o r m a t i o nえちぜん

広報 えちぜん11 平成27年８月号

町からのお知らせ



平成27年度 工事等発注一覧（予定価格250万円以上）  6月16日～7月15日
工　事　等　名 請負金額 請負業者名 主　管　課

平成27年度朝日児童センター建設工事 172,800,000 円

オタ建設㈱・㈱キハラコー
ポレーション丹生営業所・
山内建設㈱平成27年度朝日
児童センター建設工事特定
建設工事共同企業体

福 祉 課

平成27年度町道小曽原・江波線消雪施設整備工事
（その１） 42,120,000 円 ㈱大生 建 設 課

平成27年度町道小曽原・江波線消雪施設整備工事
（その２） 9,126,000 円 ㈱大生 建 設 課

平成27年度町道小曽原・江波線消雪施設整備工事
（その３） 9,892,800 円 ㈱大生 建 設 課

平成26年度（繰）町道福井線道路改良工事（その１） 6,804,000 円 斉藤建設㈱ 建 設 課

平成27年度町道沖田・笈松線擁壁変状対策調査予
備設計業務委託 6,674,400 円 ㈱構造設計研究所 建 設 課

平成27年度町道沖田・笈松線道路改良工事詳細設
計業務委託 4,806,000 円 ㈱構造設計研究所 建 設 課

平成27年度町道国体線道路測量設計業務委託 4,255,200 円 ㈱キミコン 建 設 課

平成27年度町道玉川血ヶ平線道路改良工事 2,300,400 円 ㈱四ヶ浦建設 建 設 課

平成27年度都市再生整備計画事業道路築造工事
（その２） 12,204,000 円 ㈱丸安建設 定住促進課

平成27年度西田中駅前団地給排水管等改修工事 10,789,200 円 ㈱丸安建設 定住促進課

平成27年度都市再生整備計画事業道路築造工事
（その３） 2,710,800 円 ㈱山﨑組 定住促進課

平成27年度道の駅越前展示水槽用冷却器改修工事 7,560,000 円 ㈱大生 商工観光課

平成27年度アクティブハウス越前修繕工事 4,719,600 円 ㈱四ヶ浦建設 商工観光課

平成27年度道の駅越前可動間仕切設置工事 4,644,000 円 橋本建設㈱ 商工観光課

平成27年度梨子ヶ平棚田水仙館給水管布設工事 2,095,200 円 ㈱中西 商工観光課

平成27年度防災備蓄倉庫整備工事 4,622,400 円 オタ建設㈱ 防災安全課

平成27年度朝日中学校屋内運動場等改修工事 32,940,000 円 オタ建設㈱ 学校教育課

平成27年度宮崎小学校屋内運動場改修工事 26,784,000 円 ㈱大生 学校教育課

平成27年度宮崎中学校屋内運動場改修工事 22,356,000 円 ㈱大生 学校教育課

平成27年度織田小学校屋内運動場改修工事 21,060,000 円 オタ建設㈱ 学校教育課

平成27年度朝日小学校屋内運動場改修工事 17,928,000 円 ㈱大生 学校教育課

平成27年度四ヶ浦小学校屋内運動場改修工事 17,928,000 円 ㈱大生 学校教育課

平成27年度糸生小学校屋内運動場改修工事 12,366,000 円 ㈲ニューチップ 学校教育課

平成27年度城崎小学校屋内運動場改修工事 11,988,000 円 ㈱大生 学校教育課

平成27年度織田中学校校舎改修工事 9,504,000 円 オタ建設㈱ 学校教育課

　7月1日から7月10日の間、姉妹都市である米国アラバマ州モンテバロ市から、中学生8人と引率者2人の訪
問団が来町しました。1日の夜に到着した訪問団は、ホストファミリーと初めて対面し、緊張と戸惑いの中、越
前町での生活をスタートしました。
　滞在中、中学生は町内の8家庭でホームステイをしながら、中学校や丹生高校での生徒間交流を行いました。
また、町内外の施設・寺社での見学などで多くの町民と交流し、茶道、和太鼓、越前焼などの日本文化を体験し
ました。
　学校訪問では授業での折り紙体験や、英語を使ったゲームや料理の説明など、様々な活動を通して生徒との交
流を楽しみました。生徒も辞書を片手に、積極的に思いを伝えようと努力していました。実際に会話をしてみると、
発音の聞き取りにくさや伝わりにくさに直面し、ジェスチャーや筆記を交えて初めて伝わる場面もありました。
　10日の朝にはホストファミリーが集まって訪問団の出発を見送りました。初対面の時の緊張は全くなく、自然
な笑顔や別れを惜しむ姿がみられ、それぞれの家族で新たな絆をつくることができたようです。
　来年の3月には町内生徒がモンテバロ市を訪問します。また、今年10月にはモンテバロ市新庁舎の落成記念式
典に出席するため、内藤町長が同市を訪れる予定です。

※関連記事：町子ども会「ふれあいサマースクール」（生涯学習課）

A word from the international arena...

Vol.109

国際交流室から一言
米国モンテバロ市の訪問団と交流しました

男女共同参画・人権室からこんにちは！

　7月20日、子どもからお年寄りまで約50人の区民が参加し、気づき事業が行われました。
　新庄ふれあい会館では7年連続の実施です。今年は認知症への理解を目的に、地域包括支援センター職員による
寸劇と社会福祉協議会職員から認知症による徘
徊のお話を聞きました。笑いあり、涙ありの寸
劇と、認知症の具体的な話を聴くことで、認知
症を身近に感じたようでした。自分も迎える可
能性のある認知症、男女で、家族で、地域皆で
の支えあいが大切だと気づき、さらに地域の絆
を深めるきっかけになったようです。

お詫びと訂正
　7月号の『男女共同参画・人権室からこんにちは！』で「えちぜん男女共同参画まちづくり推進員」のお名前をご紹介いたしまし
たが、朝日地区推進員のお名前が誤って記載されておりませんでした。お詫びして訂正し、改めてご紹介いたします。

問合せ先　男女共同参画・人権室　 ☎34‒8715

問合せ先　国際交流室内　越前町国際交流協会　☎34‒8713

男女共同参画気づき事業 in 新庄ふれあい会館
Vol.109 認

め
合

い  男女の心をつ
なぐ

ま
ち

ひ と

えちぜん男女共同参画まちづくり推進員
朝 日 地 区 　前原　正子　　　清水　正信　　　平井寿々代　　　渡邉　清一　　　松村　幸子

▲茶道体験にも丹生高校の茶道部生徒が参
加し、訪問団に教える場面がありました。

▲中学校では休み時間に靴飛ばしで一緒
に盛り上がりました。

▲ホストファミリーの見送り。また会い
ましょう！

▲区民の方も一緒に寸劇▲寸劇を披露してくれた職員さん
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町からのお知らせ



日　

時　

8
月
8
日
㈯　

午
後
6
時
〜
9
時

　
　
　
　

※
荒
天
の
場
合
は
9
日
㈰
開
催

場　

所　

宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前

　
　
　
　

駐
車
場

　

越
前
焼
の
あ
か
り
と
り
に
竹
キ
ャ
ン
ド
ル 

宮
崎
ら
し
さ
満
点
の
夏
ま
つ
り
で
す
。

　

各
種
バ
ザ
ー
や
ス
テ
ー
ジ
、
お
茶
席
、
流
し

そ
う
め
ん
も
ご
用
意
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
の
は
、
花
火
「
ナ
イ
ア

ガ
ラ
の
滝
」。

　

楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
の
夏
ま
つ
り
に
、
ご
家
族

み
な
さ
ん
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と　

き

　
8
月
22
日
㈯
・
29
日
㈯　

午
前
9
時
〜
午
後
3
時

と
こ
ろ

　

サ
ン
ド
ー
ム
福
井
を
集
合
・
解
散
場
所
と
し

ま
す
。

コ
ー
ス

　

サ
ン
ド
ー
ム
福
井
↓
神
明
駅

電
車

北

府
駅
↓
福
鉄
電
車
バ
ス
整
備
工
場
↓
タ
ケ
フ

ナ
イ
フ
ビ
レ
ッ
ジ
（
昼
食
※
各
自
で
ご
用
意
く

だ
さ
い
）（
メ
タ
ル
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
づ
く
り
体

験
）
↓
サ
ン
ド
ー
ム
福
井

対　

象

　

丹
南
地
区
に
お
住
ま
い
の
親
子
（
子
ど
も
は

小
学
生
）　

各
回
50
人

今
年
も
や
り
ま
す
！ 

と
こ
と
ん
宮
崎
！　

み
や
ざ
き
コ
ミ
セ
ン
夏
ま
つ
り

「
親
子
バ
ス
・
電
車
体
験
乗
車
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

問
合
せ
先

　

宮
崎
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
委
員
会　
　

　

☎
３
２‒

７
７
１
０

参
加
費
用

　

親
子
ペ
ア
の
場
合
５
０
０
円
、
児
童
追
加

1
人
に
つ
き
２
０
０
円
加
算

申
込
み
受
付
期
間

　

7
月
13
日
㈪
〜
8
月
20
日
㈭

※
申
込
み
は
電
話
に
て
受
付
け
ま
す
（
平
日
午

前
9
時
〜
午
後
5
時
）
各
回
定
員
に
な
り
次

第
受
付
終
了
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
先

　

福
井
県
丹
南
広
域
組
合
総
務
課

　

☎
２
３‒

４
５
５
０

抽選券
付き

うちわ

1,00
0本配

布

　

夏
休
み
の
自
由
研
究
向
け
に
標
本
制
作
で

名
前
が
わ
か
ら
な
い
人
の
た
め
に
植
物
の
名

前
を
園
長
が
教
え
て
く
れ
ま
す
。

※
作
品
数
が
多
い
場
合
は
時
間
が
か
か
り
ま

す
の
で
、
で
き
る
だ
け
同
じ
種
類
の
も
の
は

外
し
て
く
だ
さ
い
。

日　

時　

8
月
15
日
㈯
〜
17
日
㈪
の
3
日
間

　
　
　
　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時（
最
終
受
付
）

　

夏
休
み
の
自
由
研
究
向
け
に
植
物
の
葉
を

ア
ル
カ
リ
液
で
葉
脈
だ
け
を
残
し
た
葉
を
作

り
、
ラ
ミ
ネ
ー
ト
加
工
し
た
標
本
を
作
り
ま

す
。
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
、
ど
な
た
で
も
ご

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
植
物
の
種
類
ご
と
に
個

性
あ
る
葉
脈
を
使
っ
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品

を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

葉
脈
…
葉
の
す
じ
の
こ
と
で
、
植
物
に
と
っ
て

は
血
管
と
骨
を
合
わ
せ
た
働
き
が
あ

り
ま
す
。

日　
　

時　

8
月
9
日
㈰

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分

集
合
場
所　

福
井
総
合
植
物
園
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア

植
物
館
2
Ｆ　

第
2
研
修
室

　
　
　
　
　
（
集
合
午
後
1
時
30
分
）

定　
　

員　

30
人
（
要
予
約
）

参
加
費　

入
園
料+

２
０
０
円
（
材
料
費
）

入
園
料　

大
人
３
０
０
円

　
　
　
　
　

中
高
生
２
０
０
円

　
　
　
　
　

小
学
生
１
０
０
円

申
し
込
み　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
（
火
曜
日
は
休
園
日
）

持
ち
物　

筆
記
用
具

「
植
物
の
名
前
を
聞
く
会
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

「
葉
脈
標
本
作
り
教
室
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

問
合
せ
先　

福
井
総
合
植
物
園
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア

　
　
　
　
　

☎
３
４‒

１
１
２
０

申
し
込
み　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

　
　
　
　
（
火
曜
日
は
休
園
日
）

　

完
全
予
約
制
に
な
り
ま
す
。（
名
前
・
学
校
名
・

学
年
・
作
品
数
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
）

※
入
園
料
の
み
か
か
り
ま
す
。

問
合
せ
先　

福
井
総
合
植
物
園
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア

　
　
　
　
　

☎
３
４‒

１
１
２
０

8月の休館日　3・10・17・24・31 日　　開館時間　9：00 ～ 17：00（最終入館は16：30）

のんびり市
6 月～ 9月第3日曜日開催

今月は
16日 と 23日（特別開催）

越前焼や地元で採れた新鮮野菜、クラフト小物など
を楽しいおしゃべりとともにお届けします

好みの越前焼カップでコーヒーが飲める！

「Self Cafe 越前焼で珈琲時間」
　常時100点以上ある越前焼作家のコーヒー
カップの中からお好きなカップを選んでコー
ヒーが楽しめるセルフカフェ。
　四季折々の陶芸公園を眺めながらとっておき
の時間を過ごしませんか。

陶の涼感　～蝉時雨の七夕2015　灯りとりのきらめき～

　越前町内の全保育所と小学校（1年生）の子ども達が七夕飾りに込めた想い、
越前焼の灯りとり…幻想的な世界が広がります。

日　時　8月15日㈯～ 8月30日㈰
　　　　9：00～ 17：00
　　　　（8月23日㈰は20：00まで）
　　　　※期間中休館日：8月17日㈪・24日㈪

場　所　越前陶芸村文化交流会館

•8月23日㈰は、
　陶芸村の夏まつり！！

•午後5時からはナイター
イベントを開催します。

問合せ先　越前陶芸村文化交流会館　☎32‒3200

8月の越前陶芸村文化交流会館　会館情報

O・TA・I・KO響 2015　　　　　期日  8月22日㈯　　会場  オタイコ・ヒルズ　

14：00～ 開場
14：05～ O・TA・I・KO響2015  オープニング
14：10～ 太鼓の学校
15：45～ Don・ドンステージ
16：35～ O・TA・I・KO響2015  プロローグ
 ちびっこ明神太鼓
 O・TA・I・KO座「明神」Jr
 明神ばやし保存会
 笑顔に会い隊2015
18：00～ O・TA・I・KO響宴2015
 O・TA・I・KO座明神 ［越前町］
 西湊鬼楽太鼓 ［石川県七尾市］
 佐渡鬼太鼓  上梅津鬼太鼓組 ［新潟県佐渡市］
 東京打撃団 ［東京都］
21：00 終了

■ 響賛金／ 500円（高校生以上）
※当日、会場内での写真撮影およびビデオ撮影はご遠慮ください。
※犬、猫その他ペット類の持ち込みはご遠慮ください。
※会場へ折りたたみ椅子、クーラーボックスなどの持ち込みはご遠慮ください。
※駐車場約2,000台完備
 （当日は込み合うことが予想されますので、お早めにご来場ください。）
※当日は織田小学校前から会場までのシャトルバスを運行いたします。

プ　ロ　グ　ラ　ム

問合せ先　O・TA・I・KO響実行委員会事務局
　　　　　（織田コミュニティセンター内）
　　　　　☎36‒1111　FAX36‒1117
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独特の個性がもろできらわれる 笠嶋ナツヱ
狂い水大黒柱迄流し 山田千栄子川 柳 整備士の友がきっかけ免許取る 冨田コズヱ

中柱期待裏切る恋に落ち 渡辺　照子川 柳

【上の血圧、収縮期血圧、最高血圧】…心臓が収縮して血液を送り出した時の血管への圧のこと
【下の血圧、拡張期血圧、最低血圧】…心臓が拡張した時、血管が元の太さに戻りながらかかる圧のこと

問合せ先　健康保険課　☎34‒8710

こちら健康増進係 みんなで予防！高血圧第4回

図1

心  臓

心臓からすぐの
血管の太さ
2.5cm

毛細血管ではと
てもゆっくり血
液が流れていま
す。スムーズな
物質交換には、
ゆっくりとした
流れが重要だか
らです。

各細胞へ血液が流れていきます

太　　　　さ 名　前 血管にかか
っている圧 血管の状況

　 2.5cm

（500円玉大の太さ）

大動脈

120 ～ 80
mmHg

　 4mm

（エンピツの太さ）

動　脈

　 0.5mm

（シャープペンの芯の太さ）

細動脈 35mmHg

　 0.005mm

（髪の毛の太さ）

毛細血管 15mmHg

500円

外　膜

内　膜（内皮細胞）
栄養は中の血液
からもらっている

中　膜

心臓から出た血液を
しなやかに受け止める

ゴムチューブ
弾力性ある…

1つの内皮細胞
でできている

中　膜

内　膜
（内膜が薄い）

平滑筋多い
神経が取り巻き
収縮運動の調節

　血圧とは、血液が流れるときに血管にかかる圧力
のことです。
　心臓から送り出された血液は、血管を通って全身
の細胞へと栄養や酸素が運ばれていきます。この強
い力（血圧）があることで、動脈から何度も枝分か
れして毛細血管のレベルになっても、細胞組織内に
血液を流すことができます（図1）。
　心臓からすぐの血管の太さは直径2.5cmほどで、
500円硬貨くらいの大きさがあります。それが末端
の血管になると、髪の毛ほどの太さになります。腕
で測った血圧（心臓から送り出されたときの圧）が
120mmHg の人も、180mmHg の人も、末端の血
管の血圧は15mmHgほどに調整されています。血

圧が高い人ほど血管には負担がかかるようです。　
　細動脈への圧が高いとどうなるでしょう。血管が
ふくらんだり、キズついたり、動脈瘤ができたりし
て血管が痛みます。
　細胞まで届く圧は必要ですが、それ以上あると血
管を痛めることになります。つまり、血圧は高すぎ
ても低すぎても困るのです。
　血圧はとても変動しやすいものです。血圧が「高
い」とか「低い」とか言いますが、血圧の値はいつ
も一定しているわけではありません。高血圧の診断
には、少なくとも2回以上の異なる機会に測定した
血圧値が必要です。
　次回は、血圧の変動についてお話したいと思います。

　

つ
ら
い
気
持
ち
を
ひ
と
り
で
抱
え
て
い
ま
せ

ん
か
？

　

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
話
を
す
る
こ
と
で
、
解
決

の
糸
口
が
見
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ご
家
族
の
み
な
さ
ん

の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

日　

時　

8
月
21
日
㈮

　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

「
心
を
い
や
す
相
談
会
」
の
お
知
ら
せ

場　

所　

役
場
別
館

料　

金　

無　

料

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

千
崎　

愛　

氏
（
臨
床
心
理
士
）

・
予
約
制
（
匿
名
で
も
可
）

・
相
談
時
間
は
、
一
人
40
分
程
度
（
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
）

問
合
せ
先　

健
康
保
険
課　

☎
３
４‒

８
７
１
０

　

言
葉
や
発
達
が
ゆ
っ
く
り
だ
と
思
わ
れ
る
お

子
さ
ん
を
対
象
に
し
た
個
別
相
談
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
特
性
に
合
わ
せ
た
支

援
を
、
こ
こ
ろ
の
先
生
（
心
理
相
談
員
）
と
一

緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

妊
娠
中
は
心
も
か
ら
だ
も
大
き
く
変
化
し
ま

す
。
こ
の
時
期
を
不
安
な
く
過
ご
し
、
安
心
し

て
新
し
い
家
族
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
町
で

は
マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

時　

８
月
30
日
㈰　

午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　
　
（
午
前
9
時
30
分
〜
受
付
）

場　

所　

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内　

容

　

妊
娠
と
お
産
の
話

　
〜
健
康
な
赤
ち
ゃ
ん
を
産
み
育
て
る
た
め
に
〜

「
発
達
相
談
会
」
の
お
知
ら
せ

「
マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
」
の
お
知
ら
せ

日　
　

時　

8
月
25
日
㈫　

午
後
1
時
〜
4
時

場　
　

所　

朝
日
保
健
セ
ン
タ
ー

ス
タ
ッ
フ　

臨
床
心
理
士

相
談
時
間　
約
30
分
〜
1
時
間
の
個
別
相
談
で
す

　
　
　
　
　
（
予
約
制
）

料　
　

金　

無　

料

申
込
み
・
問
合
せ
先　

福
祉
課　

☎
３
４‒

８
７
２
５

講　

師　

塚
原　

敦
子　

氏
（
助
産
師
）

料　

金　

無
料

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
妊
婦
フ
ァ
イ
ル

　
　
　
　
（
持
っ
て
い
る
人
）

申
込
み　

8
月
27
日
㈭
ま
で
に
電
話
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
（
予
約
制
）

※
パ
ー
ト
ナ
ー
や
お
子
さ
ん
と
一
緒
の
参
加
も

可
能
で
す
。
お
申
込
み
の
際
に
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
先

　

健
康
保
険
課　

☎
３
４‒

８
７
１
０
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健康な暮らしのために

【特定健診・長寿健診・ヤング健診・肺がん（結核）検診・肝炎ウイルス検査・前立腺がん検診】　
健診日（曜日） 会　　　　場　　　　名 受付時間 予約状況

8 月11日（火） サンライズ織田  9 ：00 ～ 10：00 受付中

8 月26日（水）
厨地区集会施設  9 ：00 ～ 10：00 受付中

米ノ地区集会施設 13：30～ 14：30 受付中

9 月 8 日（火） 山中児童館  9 ：00 ～ 9 ：30 受付中

【胃がん検診】（定員になり次第締切ます）
健診日（曜日） 会　　　　場　　　　名 受付時間 予約状況

8 月11日（火） サンライズ織田  8 ：30 ～ 9 ：30 受付中

8 月26日（水） 厨地区集会施設  8 ：30 ～ 9 ：30 受付中

9 月 8 日（火） 山中児童館  8 ：30 ～ 9 ：30 受付中

【子宮がん検診・乳がん検診】（定員になり次第締切ります）
健診日（曜日） 会　　　　場　　　　名 受付時間 予約状況

8 月11日（火） サンライズ織田 13：00～ 14：00 受付中

●大腸がん検診の検便容器は、下記の検診の受付時間にすべての会場で回収しています。
●予約がまだの人は、電話予約または町ホームページから電子申請予約をしてください。（予約状況は7月23日付）

問合せ先　健康保険課  ☎34‒8710

成　人　の　健　康　診　査 予約制



子の個性生かして伸ばす親の知恵 山内　千代
生真面の個性強くてかやの外 司辻　文子川 柳 あなたという柱があったればこそ 松村　典子

防災のきっかけ作る大震災 武藤　久子川 柳

丹 南 ケ ー ブ ル テ レ ビ ガ イ ド 子　育　て　ア　ド　バ　イ　ス

図　書　館　だ　よ　り

★8月8日（土）　午後2時～

　•おはなし会
 ボランティアグループ「おはなしあい・愛」
 場所：町立図書館　☎34‒0395

　•どようおはなしひろば
 ボランティアグループ「どようおはなしひろば虹」
 場所：織田分館　☎36‒2288

★8月22日（土）は、
　子ども図書館まつり！

　場所：町立図書館  ☎34‒0395

•午後2時～　おたのしみ会
　こわ～いおはなし読み聞かせ
　（ボランティアグループ「おはなしあい・愛」）
　人形劇『どんぐりスクールまほうの学校』
　（ボランティアグループ「にじの会」）

•午後3時20分～　図書館ゲーム
　賞品があります。

•午後4時30分～　工作
　かんたんに作れるよ♪

★8月は、宮崎分館に
　おりがみコーナーが
　できるよ！

　開館時間内　☎32‒7712

夏休みは、図書館のイベントに参加しよう！

※番組は予告なく変更されることが
ありますので、ご了承ください。

問合せ先  丹南ケーブルテレビ㈱　番組制作課
　　　　   ☎21－3277   Eメール／ smiletv@t-catv.co.jp
　　　　   URL／ http：//www.t-catv.co.jp

※その他の番組の放送予定や放送
時間は丹南ケーブルテレビ㈱の
ホームページでご確認ください。

8月の越前町関連の番組放送時間表

たんなんスマイルＴＶ（デジタル091ch）

■「越前町いきいき情報局」
平成27年国勢調査のお知らせ
【8月15日㈯～9月4日㈮】

■「丹南のお店情報 みせばん」
小西亭（料亭）
【8月29日㈯～9月5日㈮】

■「～丹南ふれあい百景～おたっしゃ珍道中」　
織田でおたっしゃ お太鼓響け！の巻
【8月1日㈯～8月7日㈮】

■「Jr.＋ [ジュニアプラス ]」
杜に眠る秘宝を探せ！
～夢をあきらめない大冒険～
【8月8日㈯～8月28日㈮】

少しずつ
こまめに

のどが
かわく前に

起きた時や
おふろの前後に

汗をかく時は
塩分も忘れずに

子どもは熱中症になりやすい

問合せ先　福祉課　☎34‒8725

みんなで
来てね！

※詳しい内容は、各館にお問い合わせください。

複合型スポーツ少年団Hagino Season

えちぜんスポーツナビ

スポ少見学・体験募集スポ少見学・体験募集  ～スポーツを始めよう～  ～スポーツを始めよう～

　各地区合わせて合計27のスポーツ少年団が
あり、初心者に対しても親切丁寧な指導を行い
ます。見学・体験してみましょう。

問合せ先　越前町スポーツ少年団事務局（スポーツ振興課）　☎34‒8730

町内には次のスポーツ少年団があります
野球・バレーボール・卓球・剣道・柔道
空手・ホッケー・キックボクシング

少林寺拳法・ミニバスケットボール・複合型

子どもに
何かスポーツを
始めさせたいけど、
何がいいだろう？

何かスポーツを

始めたいけど、

何がいいだろう？

広報 えちぜん 18平成27年８月号
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得々情報

　子どもは体温を調整する能力が未熟です。そのため皮膚の温度より気温が高いと、熱をうまく逃がすこと
ができず、体温が高くなる傾向があります。
　また、大人よりも身長が低いため、地面の照り返しによる影響を受けて、熱中症になりやすいです。
　顔が赤く、ひどく汗をかいている時などは、涼しい場所で休ませ、水分をとらせましょう。

水分補給のポイント

のどがかわく前に飲むことが大切です

普段の水分補給で
何を選びますか？

普段の水分補給は、
水や麦茶などの糖分が
入っていないものに
しましょう。



鼻っ柱強い女で泣き虫で 原　　榮子
村おこしきっかけ過疎に火がともる 木下百合子川 柳 きっかけから広がっていくと友との和 山谷　ゆり

人と人個性が違う運違う 向當みつ子川 柳 広報 えちぜん 20平成27年８月号広報 えちぜん21 平成27年８月号

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
2727

―
民
俗

―
民
俗  

編
―
編
―

Ｅ
子 
い
よ
い
よ
夏
本
番
で
す
ね
！
お
祭
り
が
楽
し
み
で

す
！

学
Ｋ 

そ
う
い
え
ば
町
指
定
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
お
祭
り

が
あ
る
の
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

Ｅ
子 

本
当
で
す
か
。
そ
ん
な
お
祭
り
が
あ
る
の
で
す
か
。

学
Ｋ 

7
月
に
あ
っ
た
天
王
の
八
坂
神
社
の
神
事
で
す
。

Ｅ
子 

天
王
の
お
祭
り
で
す
か
？

学
Ｋ 

い
え
い
え
神
社
は
天
王
に
あ
り
ま
す
が
、
氏
子
は
天

王
、
天
宝
、
宝
泉
寺
、
栃
川
、
乙
坂
な
ど
と
広
範
囲
に

渡
っ
て
い
ま
す
。
地
区
の
人
に
き
い
た
の
で
す
が
、

昔
は
旧
清
水
町
の
在
田
や
甑
谷
な
ど
も
氏
子
と
し
て

参
加
し
て
い
た
そ
う
で
す
よ
。

Ｅ
子 

へ
え
〜
す
ご
い
で
す
ね
。

学
Ｋ 

八
坂
神
社
で
は
獅
子
渡
御
か
ら
は
じ
ま
っ
て
、
祇
園

祭
、
水
無
月
祓
ま

で
7
月
中
は
お
祭

り
が
続
き
ま
し
た
。

Ｅ
子 

獅
子
渡
御
っ
て
も

し
か
し
て
獅
子
舞

の
こ
と
で
す
か
？

学
Ｋ 

…
残
念
で
す
が
、

獅
子
渡
御
の
お
し
し
さ
ま
は
踊
り
ま
せ
ん
。

Ｅ
子 

え
！

学
Ｋ 

獅
子
渡
御
は
、
地
元
の
み
な
さ
ん
か
ら「
鼻
長
様
」と

呼
ば
れ
て
い
る
先
導
役
の
神
サ
ル
タ
ヒ
コ
を
先
頭
に
、

地
区
役
員
さ
ん
達
を
お
供
に
し
て
獅
子
頭
が
子
ど
も

達
の
か
け
声
と
太
鼓
の
音
を
響
か
せ
な
が
ら
、
氏
子

の
集
落
を
ま
わ
り
ま
す
。
地
元
の
人
達
は
こ
の
行
列

を
、
親
し
み
を
こ
め
て
「
お
し
し
さ
ま
」
と
も
、
祇
園

祭
の
一
週
間
前
に
行
わ
れ
る
た
め
「
七
日
祇
園
」
と

も
呼
ん
で
い
ま
す
。

Ｅ
子 

八
坂
神
社
の
祇
園
祭
は
い
つ
行
わ
れ
る
の
で
す
か
？

学
Ｋ 

旧
暦
6
月
14
日
で
す
か
ら
現
在
の
7
月
14
日
に
行
わ

れ
ま
す
。
獅
子
渡
御
は
そ
の
一
週
間
前
な
の
で
、
7

月
7
日
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、
地

区
の
役
員
の
他
に
子
ど
も
達
も
参
加
し
ま
す
の
で
、

現
在
は
参
加
し
や
す
い
よ
う
に
7
月
7
日
に
一
番
近

い
日
曜
日
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

子
ど
も
達
も
参
加
し
て
い
る
の
で
す
か
。

学
Ｋ 

お
し
し
さ
ま
の
頭
は
、
当
番
に
あ
た
っ
て
い
る
2
地

区
か
ら
選
ば
れ
た
三
人
の
大
人
が
鼻
長
様
と
交
代
で

つ
と
め
ま
す
が
、
体
は
天
宝
の
小
学
校
4
年
生
か
ら

6
年
生
ま
で
の
男
の
子
達
が
つ
と
め
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

お
し
し
さ
ま
は
、
頭
は
大
人
で
体
は
子
ど
も
な
の
で

す
か
。

学
Ｋ 

神
様
に
疫
病
を
防
い
で
も
ら
う
た
め
の
お
祭
り
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
し
し
さ
ま
が
立
ち
寄
る
家

で
は
家
の
人
が
無
病
息
災
を
願
っ
て
頭
を
噛
ん
で
も

ら
っ
た
り
、
一
行
の
休
憩
所
に
頭
を
噛
ん
で
も
ら
う

た
め
地
区
の
人
が
集
ま
っ
て
き
た
り
し
ま
す
。

Ｅ
子 
参
加
地
区
が
減
っ
た
と
は
い
え
、
そ
れ
で
も
ま
わ
り

終
わ
る
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
ね
。
参
加
す
る
人

も
準
備
す
る
人
も
大
変
で
す
。

学
Ｋ 

そ
う
で
す
ね
。
朝
7
時
半
に
八
坂
神
社
で
の
お
祓
い

か
ら
は
じ
ま
っ
て
、
帰
っ
て
く
る
と
夕
方
で
す
。
ま

わ
る
地
区
が
今
よ
り
多
か
っ
た
昔
は
、
か
な
り
夜
遅

く
に
お
し
し
さ
ま
が
戻
っ
て
き
た
た
め
高
提
灯
を
灯

し
て
出
迎
え
た
そ
う
で
す
よ
。

 

今
年
の
獅
子
渡
御
に
は
途
中
ま
で
で
す
が
、
学
芸
員

Ｈ
と
私
が
同
行
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
祭
礼
の
歴

史
に
つ
い
て
は
、
学
芸
員
Ｈ
が
「
え
ち
ぜ
ん
年
代
記
」

で
書
い
て
ま
す
。

　

先
月
の
七
月
五
日
㈰
に
お
こ
な
わ
れ
た
、
天
王
の
八
坂
神
社
の
「
獅し

子し

渡と

御ぎ
ょ

神
事
」に
参
加
し
て
き
た
の
で
、今
回
は
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

獅
子
渡
御
は
七
日
祇
園
と
言
い
、
祇
園
祭
の
七
日
前
の
七
月
七
日
に
お
こ
な

わ
れ
ま
す
。
現
在
、
そ
の
近
く
の
日
曜
日
に
あ
わ
せ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

　

氏
子
全
区
を
猿
田
彦
大
神
の
面
が
先
頭
と
な
り
、
獅
子
頭
が
続
き
ま
す
。

「
オ
ー
シ
ヤ
、
ハ
ー
ナ
ヤ
」
の
子
ど
も
た
ち
の
か
け
声
と
、
太
鼓
の
囃
し
方
と
と

も
に
渡
御
す
る
も
の
で
す
。
室
町
時
代
か
ら
連
綿
と
続
い
て
き
た
霊
験
あ
ら
た

か
な
神
事
と
い
え
ま
す
。

　

な
ぜ
、こ
う
し
た
行
事
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

昔
か
ら
七
郷
用
水
で
潤
す
集
落
が
八
坂
神
社
の
社
領
で
も
あ
り
、
こ
れ
を
巡

察
し
て
神
に
よ
る
用
水
の
公
平
分
配
を
期
し
た
の
だ
と
い
う
説
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
現
在
は
、六
月
ご
ろ
が
稲
の
生
育
期
と
疫
病
流
行
の
季
節
な
の
で
、氏

子
内
の
水
田
と
集
落
を
巡
幸
し
て
、害
虫
防
除
祈
願
、区
民
の
厄
病
封
じ
、悪
霊

退
散
を
祈
願
す
る
神
事
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
る
時
期
ま
で
は「
お
獅
子
様
道
」と
称
し
て
、
沖
田
の
な
か
や
旧
道
を
通
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
白
い
紙
で
で
き
た
獅
子
頭
の
頭
髪
を
病
弱
の
ひ

と
が
争
い
と
り
、
飲
み
込
む
な
ど
の
風
習
が
あ
っ
た
と
言
い
ま
す
。
い
ま
で
も

頭
髪
の
白
い
紙
を
取
る
人
は
、い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
病
気
や
虫
の
被
害
な
ど
の
災
い
か
ら
守
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
、

ひ
と
び
と
の
願
い
が
あ
っ
た
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
。

　

さ
て
、虫
と
い
え
ば
、三
床
山
北
側
に
佐さ

さ々

牟む

志し

神
社
と
い
う
、「
む
し
」の
つ

く
神
社
が
鎮
座
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
由
来
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、佐
々
は「
さ
さ
く
れ
」・「
さ
さ
蟹
」・「
さ
さ

や
か
」
な
ど
の
用
語
か
ら
す
れ
ば
、
小
さ
い
の
意
味
で
、
サ
サ
ム
シ
と
は
「
小
さ

い
虫
」と
も
解
釈
で
き
ま
す
。

　

そ
う
な
る
と
、佐
々
牟
志
神
社
は
、稲う

ん

虫か

や
蛾
な
ど
の
小
虫
を
祀
る
神
社
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
越
前
市
に
は
、
大
虫
神
社
が
あ
り
ま
す
の
で
、
虫
を
祀
る
こ
と

で
古
代
の
ひ
と
び
と
は
、そ
の
被
害
を
逃
れ
よ
う
と
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

か
つ
て
佐
々
牟
志
神
社
本
殿
は
、
現
在
と
反
対
の
南
向
き
で
建
て
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
本
殿
の
先
に
は
何
が
あ
る
の
か
調
べ
て
み
る
と
、
遠
く
に
八
坂
神
社

本
殿
が
鎮
座
し
て
い
ま
し
た
。
か
つ
て
の
佐
々
牟
志
神
社
は
、
八
坂
神
社
の
方

を
向
い
て
い
る
の
で
、両
社
は
何
か
関
係
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

織
田
文
化
歴
史
館 

学
芸
員　

堀
大
介

八
坂
神
社
の
獅し

子し

渡と

御ぎ
ょ

神
事

え
ち
ぜ
ん
年
代
記 

第
百
十
九
回

実　施　日 場　　所 電話番号

8 月11日（火） あ さ が お 保 育 園 34－1110

8 月13日（木） 朝 日 中 央 保 育 所 34－0081

8 月 7 日（金） 朝 日 西 保 育 所 34－5602

8 月11日（火） 朝 日 北 保 育 所 34－1762

8 月13日（木） 朝 日 南 保 育 所 34－1614

8 月11日（火） 宮 崎 中 央 保 育 所 32－2067

毎 日 午 前 中 陶 の 谷 保 育 所 32－3014

8 月10日（月） 小 曽 原 保 育 所 32－2039

毎 日 午 前 中 四 ヶ 浦 保 育 園 37－0305

常 時 西 徳 寺 保 育 園 37－1354

常 時 城 崎 南 保 育 所 39－1801

毎 週 木 曜 日 織 田 保 育 所 36－0160

毎 日 午 前 中 た い ら 保 育 園 36－0251

毎 日 午 前 中 は ぎ の 保 育 園 36－0396

※時間・内容などについては、各保育所（園）にお問い合わせください。

（
敬
称
略
、
7
月
15
日
現
在
）

（
7
月
15
日
現
在
）

　

8
月
に
な
り
暑
さ
も
本
番
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。
こ
の
時
期
、
欠
か
せ
な
い
の
が
エ
ア
コ
ン
で

す
が
、
昔
は
エ
ア
コ
ン
を
ク
ー
ラ
ー
と
呼
ぶ
人
が

多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。（
冷
や
す
機
能
し
か

な
か
っ
た
か
ら
）
私
は
ク
ー
ラ
ー
と
聞
く
と
「
冷

や
す
も
の
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
「
使
い
す
ぎ
る

と
勿
体
な
い
」
と
感
じ
る
の
で
、
絶
対
に
エ
ア
コ

ン
も
し
く
は
「
空
調
」
と
呼
び
ま
す
。「
快
適
に
過

ご
す
た
め
に
室
温
を
調
整
す
る
も
の
」
と
し
て
捉

え
れ
ば
、
何
と
な
く
使
い
や
す
い
か
ら
で
す
。
と

は
い
え
、
8
月
の
電
気
代
の
請
求
書
は
見
た
く
な

い
で
す
ね
。

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
え
ち
ぜ
ん
7
月
号
の
21
ペ
ー
ジ
「
お

く
や
み
」
の
記
事
の
中
で
、
中
村
定
一
さ
ん

の
地
区
名
を
「
北
」
と
表
記
し
ま
し
た
が
、

正
し
く
は
「
高
橋
」
の
誤
り
で
し
た
。

　

ま
た
、
3
ペ
ー
ジ
の
特
集
記
事
「
乗
っ
て

残
そ
う
み
ん
な
の
バ
ス
！
」
の
「
路
線
バ
ス

維
持
対
策
費
推
移
」
の
表
中
に
単
位
の
記
載

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
単
位
は
「
千
円
」

で
す
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

人口と世帯
（7月1日現在）

　

7
月
10
日
に
朝
日
小
学
校
で
開
か
れ
た
、「
明
る

い
選
挙
出
前
塾
」
で
の
1
コ
マ
で
す
。
児
童
た
ち

は
選
挙
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
し
た
後
に
、
模
擬
選

挙
の
政
見
放
送
を
見
て
、
実
際
の
投
票
箱
に
投
票

し
ま
し
た
。
児
童
か
ら
は「
思
っ
た
よ
り
簡
単
だ
っ

た
」
と
い
う
感
想
が
多
く
聞
か
れ
、
と
て
も
楽
し

そ
う
に
受
講
し
て
い
ま
し
た
。

人　口 22,783人

　男 11,006人
　女 11,777人
世帯数 7,318戸

（前月より11人減）

なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

朝　

日　

福
島　

夢ゆ

乃の

（
力
樹
、
女
）

岩　

開　

宮
川　

来ら
い

輝き

（
卓
也
、
男
）

天　

王　

内
藤　

大ひ
ろ

翔と

（
寛
公
、
男
）

江　

波　

向
當　
　

翠す
い

（
裕
昌
、
女
）

江　

波　

伊
藤　

颯さ

祐す
け

（
徳
隆
、
男
）

樫　

津　

片
山　

大だ
い

夢む

（
太
郎
、
男
）

樫　

津　

山
田　

悠ゆ
う

聖せ
い

（
隆
一
、
男
）

道　

口　

畑　
　
　

凛り
ん

（
良
太
、
女
）

　

厨　
　

島　
　

星ひ
か

凜り

（
將
貴
、
女
）

　

厨　
　

別
司　
　

尊
た
け
る（

拓
海
、
男
）

下
山
中　

中
西　

奏か
な

翔と

（
大 

、
男
）

打　

越　

谷
口　

一い
ち

翔と

（
晃
利
、
男
）

新
し
い
家
族
で
す

表
紙
の
写
真

編
集
後
記

お
く
や
み

気
比
庄　

堀
井　
　

勇
さ
ん
（
96
歳
）

田　

中　

木
下
ふ
さ
子
さ
ん
（
90
歳
）

乙　

坂　

清
水
や
す
子
さ
ん
（
90
歳
）

栃　

川　

木
下
ふ

子
さ
ん
（
90
歳
）

栃　

川　

若
林　

正
信
さ
ん
（
76
歳
）

小
曽
原　

木
原　

俊
雄
さ
ん
（
83
歳
）

小
曽
原　

山
内
シ
ズ
子
さ
ん
（
94
歳
）

小
曽
原　

水
上
庄
右
ヱ
門
さ
ん
（
76
歳
）

江　

波　

向
當　
　

孝
さ
ん
（
90
歳
）

江　

波　

芝　
　

ス
ヱ
さ
ん
（
95
歳
）

八　

田　

中
西　
　

豊
さ
ん
（
103
歳
）

梅　

浦　

岸　
　

禮
子
さ
ん
（
86
歳
）

　

宿　
　

濵
田　

敏
子
さ
ん
（
88
歳
）

　

宿　
　

寺
谷
シ
ゲ
コ
さ
ん
（
97
歳
）

小　

樟　

山
下

り
子
さ
ん
（
90
歳
）

小　

樟　

寺
下　

愛
子
さ
ん
（
89
歳
）

赤
井
谷　

上
坂　

静
江
さ
ん
（
97
歳
）

細　

野　

伊
部　

俊
子
さ
ん
（
82
歳
）

桜　

谷　

渡
辺　
　

務
さ
ん
（
86
歳
）

下
河
原　

奥
田　

艶
子
さ
ん
（
93
歳
）
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まちの話題をお届けします

広報 えちぜん23 平成27年８月号

　

6
月
27
日
、
福
井
県
立
ホ
ッ
ケ
ー
場

で
、
越
前
町
小
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
が

開
か
れ
、
町
内
の
各
ス
ポ
少
か
ら
全
25

チ
ー
ム
、
約
２
０
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
天
候
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た

が
、
選
手
の
み
な
さ
ん
は
高
度
な
技
術

と
判
断
力
で
大
会
を
盛
り
上
げ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

4
年
男
子
の
部　

優
勝　

常
磐
チ
ー
ム

4
年
女
子
の
部　

優
勝　

糸
生
ス
タ
ー
ズ

5
年
男
子
の
部　

優
勝　

朝
日
Ｄ
チ
ー
ム

5
年
女
子
の
部　

優
勝　

Ｅ
ｃ
ｈ
ｉ
ｚ
ｅ
ｎ　

Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｓ

6
年
男
子
の
部　

優
勝　

糸
生
チ
ー
ム

6
年
女
子
の
部　

優
勝　

朝
日
Ａ
チ
ー
ム

　

6
月
21
日
、
織
田
中
央
公
園
弓
道
場
で
、
第
26
回
織
田
信
長

杯
弓
道
大
会
が
開
か
れ
、
町
内
外
か
ら
53
チ
ー
ム
、
１
５
２

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
大
会
は
団
体
戦
と
個
人
戦
が
行
わ
れ
、

高
校
、
大
学
、
社
会
人
が
年
代
を
問
わ
ず
、
白
熱
し
た
試
合
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
団
体
の
部
】

優　

勝　

武
生
工
Ｂ
（
伊
東
雅
人
、
山
下
雄
斗
、
清
佐
仁
貴
）

準
優
勝　

丹　

生
Ｃ
（
上
田　

実
、
山
本　

保
、
森
下
重
美
）

第
3
位　

敦　

賀
Ａ
（
片
山　

肇
、
岡
田
慎
治
、
松
本
裕
司
）

【
個
人
の
部
・
男
子
】

優　

勝　

森
國　

満
（
福
井
大
Ｃ
）

準
優
勝　

山
本　

保
（
丹　

生
Ｃ
）

第
3
位　

片
山　

肇
（
敦　

賀
Ａ
）

【
個
人
の
部
・
女
子
】

優　

勝　

高
島　

敦
子
（
丹　

生
Ｆ
）

準
優
勝　

片
山　
　

南
（
小
浜
市
Ａ
）

第
3
位　

水
嶋
侑
未
香
（
仁
愛
大
Ａ
）

　

7
月
20
日
、
越
前
町
道
口
「
越
前
漁
港
広
場
」
で
「
越
前
夏

ま
つ
り
２
０
１
５
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
、
夏
の
始
ま
り
を
告
げ
る
越
前
夏
ま
つ
り
の
今
年
の
テ
ー

マ
は
「
衝
激
！！
〜
越
前
×
海み

夏な

人と

〜
」
で
、
1
万
発
の
花

火
と
音
楽
に
よ
る
多
彩
な
演

出
で
空
と
海
を
彩
り
ま
し
た
。

Ｄ
ｉ
ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ｉ
ｔ
ｙ
＆

ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｓ
で
は
、
世
界
一

の
ア
ス
リ
ー
ト
に
よ
る
世
界

最
高
峰
の
エ
ク
ス
ト
リ
ー
ム

ス
ポ
ー
ツ
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

7
月
25
日
・
26
日
、
越
前
町
役
場
前
お
ま
つ
り
広
場
で
「
第

40
回
あ
さ
ひ
ま
つ
り
」
が
盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
40
回
目
を
記
念
し
て
の
「
餅
ま
き
」
や
地
元
の
み

な
さ
ん
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
恒
例
の
「
カ
ラ
オ
ケ
バ
ト

ル
in
あ
さ
ひ
」
を
開
催
し
、

会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。
二
日
目
は
県
内
各
地

よ
り
集
ま
っ
た
ヨ
サ
コ
イ

や
、
総
勢
３
０
０
人
以
上

が
参
加
し
た
「
民
踊
パ
レ
ー

ド
」、
メ
イ
ン
の
あ
ん
ど
ん

山
車
が
、
夜
の
ま
ち
を
練

り
歩
き
ま
し
た
。
勇
壮
な

あ
ん
ど
ん
山
車
の
光
と
音

の
競
演
は
見
る
人
に
感
動

と
勇
気
を
与
え
ま
し
た
。

　

7
月
4
日
・
5
日
、
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
に
よ
る

「
ふ
れ
あ
い
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」
が
行
わ
れ
、
町
内
小
学
生
・

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
お
よ
び
福
井
市
清
明
地
区
・
勝
山
市
・
お

お
い
町
子
ど
も
会
か
ら
総
勢
70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
開
講
式
の
後
、
壁
石
浜
海
水
浴
場
に
て
シ
ュ

ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
体
験
を
楽
し
み
ま

し
た
。
少
し
肌
寒
く
感
じ
る
天
候

の
中
、
先
生
の
指
導
の
も
と
、
子

ど
も
た
ち
は
水
の
中
の
世
界
を
存

分
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
夕
飯

の
焼
き
そ
ば
と
お
好
み
焼
き
作
り
、

食
後
の
花
火
を
楽
し
む
う
ち
に
、

違
う
学
校
の
子
と
も
す
っ
か
り
打

ち
解
け
、
会
話
も
は
ず
ん
で
い
ま

し
た
。

　

翌
日
は
、
国
際
交
流
協
会
の
協

力
の
も
と
、
日
本
滞
在
中
の
ア
メ

リ
カ
・
モ
ン
テ
バ
ロ
市
か
ら
の
留

学
生
と
の
交
流
会
と
し
て
、
押
し

花
体
験
や
白
玉
ぜ
ん
ざ
い
づ
く
り
、

ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
後
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
2
日
間
の
共
同
生
活
を
通
し

て
、
友
情
を
深
め
る
と
と
も
に
大

切
な
こ
と
を
多
く
学
び
、
身
も
心

も
成
長
し
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
中
高
生
に
よ
る

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
が
行
事
の
企

画
や
進
行
、
指
導
に
一
生
懸
命
取

り
組
み
、
子
ど
も
た
ち
の
お
兄
さ

ん
、
お
姉
さ
ん
と
し
て
一
緒
に
活

動
し
ま
し
た
。

　

6
月
27
日
、
越
前
町
役
場
お
よ
び
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
職
員
を
対
象
に
非
常
招
集
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

大
雨
特
別
警
報
発
令
を
想
定
し
、
午
前
6
時
20
分
に
全
職
員

に
緊
急
連
絡
メ
ー
ル
を
送
信

し
、
職
員
が
役
場
お
よ
び
各

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

参
集
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
職
員
一
人
一
人
が

町
民
の
安
全
・
安
心
を
第
一

に
考
え
、
地
域
の
防
災
力
を

最
大
限
発
揮
で
き
る
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
災
害
時
に
迅

速
な
行
動
が
と
れ
る
よ
う
努

め
て
参
り
ま
す
。

熱
戦
！
越
前
町
小
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
大
会

第
26
回
織
田
信
長
杯
弓
道
大
会

越
前
夏
ま
つ
り
２
０
１
５

第
40
回
あ
さ
ひ
ま
つ
り

越
前
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
「
ふ
れ
あ
い
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」

越
前
町
役
場
職
員
非
常
招
集
訓
練

　

6
月
27
日
・
28
日
、福
井
市
営
体
育
館
で
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
小
学
生
福
井
県
大
会
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
カ
ッ
プ
第
35
回

大
会
）
が
開
か
れ
、
県
内
の
ブ

ロ
ッ
ク
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
女

子
37
チ
ー
ム
が
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

宮
崎
女
子
は
、
本
大
会
で
見

事
、
準
優
勝
を
果
た
し
、
8
月

1
日
・
2
日
に
長
野
県
で
開
か

れ
る
北
信
越
大
会
の
福
井
県
代

表
の
座
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

町
民
の
み
な
さ
ん
の
声
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

6
月
22
日
、
気
比
庄
の
建
設
地
で
、
朝
日
地
区
統
合
保
育
所

（
仮
称
）
建
設
工
事
の
安
全
祈
願
祭
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
本
格
的
な
着
工
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
建
設
作
業
中
の
安
全

を
祈
願
し
て
、
施
工
業
者
の
主
催
で
開
か
れ
た
も
の
で
、
多
く

の
関
係
者
が
出
席
の
中
、
内

藤
町
長
と
木
村
町
議
会
議
長

に
よ
る
鎌
入
れ
の
神
事
が
厳

粛
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

内
藤
町
長
は
「
町
の
基
本

理
念
『
子
ど
も
と
と
も
に
育

つ
あ
た
た
か
い
町
』
に
則
し

た
、
保
育
環
境
を
目
指
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

7
月
7
日
、「
越
前
町
に
対
す
る
想
い
」
を
テ
ー
マ
に
「
越
前

町
ふ
る
さ
と
未
来
会
議
」
が
開
か
れ
、
内
藤
町
長
と
丹
生
高
校

の
3
年
生
15
人
が
、
進
路
に
つ
い
て
や
住
み
た
い
、
住
み
続
け

た
い
町
で
あ
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し

ま
し
た
。

　

越
前
町
に
住
み
続
け
た
い
と
い
う
意
見
が
多
く
、
大
変
う
れ

し
く
思
い
ま
し
た
が
、
町
内
に
企
業
が
少
な
い
、
交
通
が
不
便

で
あ
る
と
い
う
指
摘
や
越
前
町
の
こ
と
を
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
い
、
来
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
な
ど
た
く
さ
ん
の
意
見
が

で
ま
し
た
。

　

生
徒
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
、
若
者
の
定
住
や
Ｕ
タ
ー
ン
の

政
策
に
つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う
今
後
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

7
月
22
日
、
町
内
の
小
中
学
生
や
一
般
の
人
か
ら
募
集
し
た

標
語
・
作
文
の
表
彰
式
や
内
閣
総
理
大

臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式
な
ど
が
、
越

前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
朝
日
多
目

的
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

”社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
“は
す

べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防

止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
犯
罪
や
非
行

の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す

る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

宮
崎
女
子
バ
レ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

北
信
越
大
会
出
場

朝
日
地
区
統
合
保
育
所（
仮
称
）建
設
工
事
安
全
祈
願
祭

越
前
町
ふ
る
さ
と
未
来
会
議
〜
丹
生
高
校
3
年
生
編
〜

第
65
回
”
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
“

~

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
〜

準優勝した宮崎女子バレースポーツ少年団のみなさん

えちぜん T o p i c s
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越
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丹
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※
休
日
当
番
医
の
診
療
時
間
は
、
9：
00
～
17
：
00
で
す
。
都
合
に
よ
り
医
療
機
関
が
変
更
に

　
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
前
に
電
話
や
新
聞
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

日
月

火
水

木
金

土

2

【
休
日
当
番
医
】

大
城
医
院

☎
32
-3
50
0

3
結
婚
相
談

13
：
30
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

4
離
乳
食
教
室

10
：
00
～
12
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

5
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

6
日
台
親
善
交
流
コ
ン
サ
ー
ト

14
：
00
～

（
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

朝
日
多
目
的
ホ
ー
ル
）

7
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

9

【
休
日
当
番
医
】

伊
部
病
院

☎
34
-0
22
0

10
結
婚
相
談

13
：
30
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

11
心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

12
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

13
14
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

15

16

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

17
結
婚
相
談

13
：
30
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

18
心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
越
前
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー（
梅
浦
））

3歳
児
健
診

13
：
30
～
16
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

19
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

20
21
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

22
O
・
TA
・
I・
KO
響
20
15

（
オ
タ
イ
コ
・
ヒ
ル
ズ
）

23
結
婚
相
談

13
：
30
～
15
：
30

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

第
13
回
ふ
れ
あ
い
福
祉

ス
キ
ュ
ー
バ
体
験

（
梅
浦
海
水
浴
場
） 
 

【
休
日
当
番
医
】

橘
医
院

☎
36
-0
01
5

24
25
家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）  

子
ど
も
の
発
達
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
朝
日
保
健
セ
ン
タ
ー
）

26
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
越
前
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー（
梅
浦
））

27
家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

28
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
越
前
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー（
梅
浦
））

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
樫
津
隣
保
館
）

29

30
マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

9：
30
～
12
：
00

（
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

【
休
日
当
番
医
】

両
林
医
院

☎
37
-0
00
5

31

O・
TA
・

I・
K

O
響

20
15

8月
22
日
㈯

開
催
！！

1・
8

8
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